


　私たちの住む北区は、日本で最も都市化の進んでいる東京都の中にあります。全体に市
街地や住宅地が広がっていて、野生の生きものがすんでいるような場所は、あまり多くな
いように感じられます。
　北区ではこれまで、区の中にどのような生きものがすんでいるか、区民のみなさんと一
緒に、調査を行ってきました。その結果、全国的に数を減らしているような貴重な種類を
含め、数多くの生きものがすんでいることがわかりました。これは区内には、荒川や崖地
の林のような自然環境がまだ残されていることや、公園などで自然環境を再生したりして
いることによるものと考えられます。
　みなさんが日ごろ生活している家や学校のまわりでも、ちょっと気をつければ、多くの
生きものを見ることができます。身近な生きものに目を向けることによって環境の変化な
どに気が付くこともあります。
　この本は、みなさんの身のまわりの生きものを紹介したガイドブックです。この本がき
っかけとなり、多くのみなさんが野外で生きものに接し、関心を深めてくれることを願っ
ています。

　

　地域にすむ生きものは、それぞれの地域
の位置や地形、気候などの自然条件の影響
を受けます。私たちの住む北区の自然条件
を見てみましょう。
　北区はその名の通り東京 23 区の北部に
位置し東西に狭く（約 2.9 ㎞）、南北に長
い（約 9.3 ㎞）細長い形をしています。北
側には荒川という大きな川がありその対岸
は埼玉県です。北区の地形は西側の台地と
東側の低地に分かれています。台地と低地
の境にほぼ沿って、南北にＪＲ京浜東北線
が走っていますが、この境に崖地が見られ
るのが地形の特徴です。
　北区に最も近い地域気象観測所（アメダス）がある練馬の気象データ（平年値）による
と、年間平均気温は15.5℃で、最も寒いのは1月の 4.6℃、最も暑いのは 8月の 27.2℃でした。
年間平均降水量は 1,549.1 ㎜で、最も降水量の少ないのは 12 月の 49.9 ㎜、最も多いのは 9月
の 222.1 ㎜でした。冬の低温・少雨と夏の高温・多雨という、太平洋岸式気候の特徴をあら
わしています。

　北区ではこれまで、さまざまな生きものの調査を行ってきました。最近では 2005 年から
3年かけて、植物、哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、昆虫類、クモ類、底生動物の調査を行
いました。魚類についても河川生物生息調査として、1984 年から区内の川での調査を毎年
続けて行っています。また清水坂公園にある自然ふれあい情報館では、公園内で見られる生
きものの調査を続けて行っています。
    調査の結果から、北区で見られた生きものの目録（リスト）を作りました。これまでに見
られた生きものの種類数は、以下の通りです。
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　花の蜜を吸ったり、葉を食べたりして、
植物のあるところには必ず昆虫の姿があり
ます。そんな昆虫を狙って、クモやカエル
も姿を現します。

　花壇に植えられている花に比べると目立
ちませんが、コンクリートのすき間に生え
た小さな野草が、かわいらしい花を咲かせ
ています。

　私たちの身のまわりは、コンクリートとアスファルトで覆われた場所ばかりのようですが、 よく見ると街路樹が植えられていたり、公園や庭に植え込みがあったりして、
多くのみどりがあります。そんな場所をよく探すと、さまざまな生きものを見つけることが　　できます。

なら じゅうたくち

おお

さが

がい ろ じゅ こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

か だん くら

さ

すみ

すがた

えだ

みつ

かなら

こんちゅうこんちゅう

す

ねら

かん さつ

べん　り

ひつよう

あらわ

るい

と



　花の蜜を吸ったり、葉を食べたりして、
植物のあるところには必ず昆虫の姿があり
ます。そんな昆虫を狙って、クモやカエル
も姿を現します。

　花壇に植えられている花に比べると目立
ちませんが、コンクリートのすき間に生え
た小さな野草が、かわいらしい花を咲かせ
ています。

　私たちの身のまわりは、コンクリートとアスファルトで覆われた場所ばかりのようですが、 よく見ると街路樹が植えられていたり、公園や庭に植え込みがあったりして、
多くのみどりがあります。そんな場所をよく探すと、さまざまな生きものを見つけることが　　できます。

なら じゅうたくち

おお

さが

がい ろ じゅ こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

か だん くら

さ

すみ

すがた

えだ

みつ

かなら

こんちゅうこんちゅう

す

ねら

かん さつ

べん　り

ひつよう

あらわ

るい

と



わん

　北区の地形の特徴である南北に走る崖地には、

飛鳥山公園などの公園を中心に林が残っています。

さまざまな樹木が生育する崖地の林は、多くの生

きもののすみかとなっています。

　北区の北側を流れる荒川には、水辺に暮らすさまざ

まな生物が見られます。広い河川敷に残るヨシ原やヤ

ナギの木立ち、また土手の草地にも、多くの小さな生

きものがすんでいます。
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　川の中にすむ魚類の中にはアユやウナギのように、一生のうち
に川と海を行き来する種類がいます。荒川で見られるテナガエビ
やモクズガニも、幼生（子ども）のうちは海でくらしています。

　暖かい地方にすむ昆虫の中には、1年に何回も卵を産んでは成長して成虫（親）になる
ことを繰り返しながら、北へ向かって行く種類がいます。北区では、ウスバキトンボ、ウ
ラナミシジミ、イチモンジセセリなどが見られます。
　ウラナミシジミは房総半島より南の暖かい地方で、幼虫やサナギの姿で冬を越します。
春に成虫になると、飛んで北へ向かいます。北区では荒川河川敷などで、秋によく見られ
ます。やがて、東北地方でも見られるようになりますが、寒さに弱いため、冬を越すこと
ができません。それでもまた翌年になると、南の暖かい地方から東北の地へ向かって行き
ます。

　逆に日本より北の国々で夏に子育てをして、
寒い冬を日本で過ごす鳥もいます。カモの仲間
の多くや石神井川でよく見られるユリカモメな
どがその代表で、冬鳥とよばれます。

　よく知られているように、ツバメは日本よりもずっと南のフィリピンやインドネシアで
冬を越し春になると日本に渡ってきて子育てをします。このような鳥を夏鳥といいます。
初夏に荒川のヨシ原で、大声で鳴いているオオ
ヨシキリも夏鳥です。

　アキアカネは最もふつうに見られるアカトンボの仲間です。6月頃に平地の水田などで
羽化して成虫になったアキアカネは、夏になると涼しい高い山へ移動して過ごします。そ
して秋になると山を下り、北区付近
では 9月の中頃になると、姿をよく
見られるようになります。

　ナゴヤサナエはまだ生態のよくわかって
いないトンボです。北区付近の荒川で、幼
虫から羽化する様子は見られますが、成虫
の姿はほとんど見られません。成虫は荒川
のやや上流で卵を産み、そこでふ化した幼
虫が川を下ってくるようです。

　北区でふつうに見られる生きものでも、荒川の流れに乗ったり、自分の力で空を飛んだ りして、日本各地、また海を越えて外国と行き来している種類がいます。小さな生きもの
のどこに、そのような力があるのでしょう。日本や世界のあちらこちらと行き来する生　　きものにとって、私たちの住む北区は、卵を産んで子どもを育てたり、寒い冬を過ごした
り、また移動の途中でエサを採ったりする大切な場所なのです。

こ

たまご う す

しゅ　るいかくあら　かわ と   

い どう と ちゅう と

なか ま ごろもっと

う か せいちゅう すず

ふ　きん

すがた

なつ どり

しょ か　

ぎゃく

しゃく じ い がわ

ふゆ どり

あたた こんちゅう せいちょう

ようちゅう

く かえ

ぼうそう はん とう

か せん しき

とう ほく ち ほう

よく とし

ようせい

せいたい



　川の中にすむ魚類の中にはアユやウナギのように、一生のうち
に川と海を行き来する種類がいます。荒川で見られるテナガエビ
やモクズガニも、幼生（子ども）のうちは海でくらしています。

　暖かい地方にすむ昆虫の中には、1年に何回も卵を産んでは成長して成虫（親）になる
ことを繰り返しながら、北へ向かって行く種類がいます。北区では、ウスバキトンボ、ウ
ラナミシジミ、イチモンジセセリなどが見られます。
　ウラナミシジミは房総半島より南の暖かい地方で、幼虫やサナギの姿で冬を越します。
春に成虫になると、飛んで北へ向かいます。北区では荒川河川敷などで、秋によく見られ
ます。やがて、東北地方でも見られるようになりますが、寒さに弱いため、冬を越すこと
ができません。それでもまた翌年になると、南の暖かい地方から東北の地へ向かって行き
ます。

　逆に日本より北の国々で夏に子育てをして、
寒い冬を日本で過ごす鳥もいます。カモの仲間
の多くや石神井川でよく見られるユリカモメな
どがその代表で、冬鳥とよばれます。

　よく知られているように、ツバメは日本よりもずっと南のフィリピンやインドネシアで
冬を越し春になると日本に渡ってきて子育てをします。このような鳥を夏鳥といいます。
初夏に荒川のヨシ原で、大声で鳴いているオオ
ヨシキリも夏鳥です。

　アキアカネは最もふつうに見られるアカトンボの仲間です。6月頃に平地の水田などで
羽化して成虫になったアキアカネは、夏になると涼しい高い山へ移動して過ごします。そ
して秋になると山を下り、北区付近
では 9月の中頃になると、姿をよく
見られるようになります。

　ナゴヤサナエはまだ生態のよくわかって
いないトンボです。北区付近の荒川で、幼
虫から羽化する様子は見られますが、成虫
の姿はほとんど見られません。成虫は荒川
のやや上流で卵を産み、そこでふ化した幼
虫が川を下ってくるようです。

　北区でふつうに見られる生きものでも、荒川の流れに乗ったり、自分の力で空を飛んだ りして、日本各地、また海を越えて外国と行き来している種類がいます。小さな生きもの
のどこに、そのような力があるのでしょう。日本や世界のあちらこちらと行き来する生　　きものにとって、私たちの住む北区は、卵を産んで子どもを育てたり、寒い冬を過ごした
り、また移動の途中でエサを採ったりする大切な場所なのです。

こ

たまご う す

しゅ　るいかくあら　かわ と   

い どう と ちゅう と

なか ま ごろもっと

う か せいちゅう すず

ふ　きん

すがた

なつ どり

しょ か　

ぎゃく

しゃく じ い がわ

ふゆ どり

あたた こんちゅう せいちょう

ようちゅう

く かえ

ぼうそう はん とう

か せん しき

とう ほく ち ほう

よく とし

ようせい

せいたい



　数が少なくなってしまった理由は種類によっていろいろです。稲作を止めて水田がなく
なってしまったり、開発によって森の木が切られたりして、すむのに適した場所がなくな
ってしまう場合が多いようです。外から持ち込まれた動物に食べられたり、病気の流行で
数を減らしたりする場合もあります。
　北区ではまだふつうに見られる種類が、『レッドリスト』に載っていることもあります。
今はふつうに見られる種類も、これから数を減らしていくかもしれません、身近な環境と、
生きものの変化に気をつけていきたいものです。

　かつては身近な場所でふつうに見られたのに、現在では数が少なくなって絶滅の

危機にあるような生きものが数多くいます。このような種類を取りまとめた表を

『レッドリスト』といいます。東京都では 2010 年に、本土部（23 区と多摩地区）

におけるレッドリストの改定版を発行しています。
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さが
本州から九州の、平
地から丘陵地で見ら
れます。水田や浅い
水辺にすんでいます
が、北区ではなかな
か姿を見ることはあ
りません。

日本全国にすんでい
て、庭や公園でも見
ることができます。
ヤマバトという名前
でよばれることもあ
ります。「デデッ、
ポッポー」と鳴きます。

関東地方で見ること
のできる、在来種の
タンポポです。北区
では荒川の土手など
で、春に黄色の花を
咲かせています。

北アメリカにすむ大型
のカエルです。ももの
肉を食用とするため、
日本に持ち込まれたも
のが、逃げ出して数が
増えています。

アフリカ北部から中央
アジアにすむ、カワラ
バトから作りだされた
品種です。日本には奈
良時代に持ち込まれた
といわれています。

ヨーロッパ原産のタン
ポポで、市街地でよく
見ることができます。
春だけでなく、ほぼ 1
年中花を咲かせていま
す。

　地球温暖化ということばを聞いたことがあると思います。二酸化炭素をはじめとす
る温室効果ガスが増えたことによって、地球上の各地の気温が上がっています。また
コンクリートとアスファルトに覆われた都市部では、熱が溜まりやすいヒートアイラ
ンド現象もみられます。このような気温の上昇によって、元々、より南の暖かい地方
にすんでいた生きものが、分布を北へ広げてきたといわれています。
　分布を広げている代表的な種類が、チョウの仲間のツマグロヒョウモンです。北区
では 10 年以上前はほとんど見られませんでしたが、今では最もよく目にするチョウ
となっています。このほかチョウの仲間のナガサキアゲハやムラサキツバメ、カメム
シの仲間のヨコズナサシガメも、最近北区で見られるようになった、暖かい地方の昆
虫です。

　かつては静岡県より西に分布していましたが、
今では関東地方でも、花壇の花などで蜜を吸っ
ているところをよく見ます。
　幼虫はスミレの仲間の葉を食べ、栽培されて
いるビオラの葉もよく食べます。

　東南アジア原産で、荷物にまぎれて九州に持ち
込まれましたが、次第に分布を広げてきました。
　サクラなどの幹に集まり、昆虫の体液を吸いま
す。口が針のようになっていて、手でさわると刺
されることがあります。

　在来生物とは、元々日本にすんでいた生きもののことです。それに対して、元々海外にすんで　　いたのに人の手によって日本に持ち込まれた生きも
ののことを、外来生物といいます。
　外来生物の中には、セイタカアワダチソウやアレチウリのように一面に広がって他の植物を覆　　ってしまったり、ブラックバスやウシガエルのよう
に在来生物を食べてしまったりする種類がみられ、その影響が心配されています。
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　タヌキとキツネは、かつては身近な動物で、日本人に親しまれて
きました。タヌキは今でも区内の荒川河川敷などで見ることができ
ますが、キツネは姿を消してしまったようです。
　キツネといえば、稲荷神社のお使いとして有名です。岸町 1丁目
にある、王子稲荷神社は、東国の稲荷神社の頭領とされてきました。
毎年大みそかに、東国中の稲荷神社から、使いのキツネが王子稲荷
神社に参詣するのですが、その前に大きなエノキの下に集ま
って衣装を改めるという言い伝えがあります。このエノキは
『装束榎』と呼ばれていました。装束榎があった場所には、
装束稲荷神社が設けられました。今の神社はその後移設され
たもので、あらたに植えられたエノキが育っています。また
平成 5年 (1993 年 ) から、この言い伝えにもとづいた「狐の
行列」が始められています。

飛鳥山のサクラ

　かつて荒川沿いにはサクラソウの自生地が多くあり、花を楽しむ行楽の場となっていま
した。また江戸時代にはサクラソウの栽培が流行し、自生している種類から、さまざまな
品種が作りだされました。
　荒川の自生のサクラソウはその後しだいに姿を消し、今では埼玉県の田島ヶ原に残るの
みです。しかしサクラソウの品種の栽培は、地元の愛好家によって続けられてきました。
浮間公園にある圃場では、「浮間ヶ原桜草保存会」のみなさんの手によって栽培・管理が
行われており、毎年 4月に行われるさくら草祭りでは、可憐な花を楽しむことができます。

　飛鳥山公園は明治 6年（1876 年）、日本で最初に指定された公園です。しかしその
ずっと前から、サクラの名所として親しまれてきた歴史があります。飛鳥山のサクラ
は今からおよそ 290 年前の享保 5 年（1720 年）に、徳川吉宗が、民衆に行楽の場
を与えるために 1,270 本のサクラを植えたのが始まりといわれています。
　現在最も親しまれているサクラはソメイヨシノですが、これは江戸時代の終わり頃
に染井村（今の豊島区）で作りだされた品種です。今でも飛鳥山公園には、サクラの花
の時期に多くの人々が訪れます。ソメイヨシノだけでなく、どんな品種が植えられて
いるか、探してみましょう。

　江戸時代の北区は、大消費地江戸に近い野菜生産地でした。
滝野川は、野菜の種子の生産と販売でも有名な場所で、特にゴ
ボウは滝野川の名産品として知られていました。
　滝野川ゴボウは根の長さが 1ｍを超える品種です。畑のほと
んどなくなった北区では作られなくなってしまいましたが、現
在では伝統野菜の復活を目的に、地域ボランティアの方々の手
によって栽培されています。また、滝野川西地区の小中学校で
も、児童・生徒の手によって栽培が行われ、収穫したゴボウを
給食で試食しています。

　北区には古くから多くの人々が暮らしています。その長い歴史の中で人々は生きものを食　　べたり、観賞したり、また信仰の対象にしたりしながら、さまざまな関わりをもってきました。

その関わりをふりかえってみると、現在も続いているものが数多くあります。
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身近な生きものを守り、親しんでいこう

　北区の中でも生きものを守るため、また生きもののすむ環境をつくりだすために、さまざ　　まな取り組みが行われています。そして、生きものに関する展示や観察会が行われている
施設もあります。生きものについてもっと知りたいとき、生きものにふれあいたいとき、こ　　うした施設を利用してみましょう。

　旧岩淵水門（赤水門）の近くにある荒川知水資料館（amoa）は、1998 年に開館し
た荒川の情報発信施設です。館内では荒川の自然と歴史に関するさまざまな展示が行
われていて、鳥類のカービング（模型）や昆虫の標本も見ることができます。大きな
水槽では、北区内の魚類が観察できます。また資料館脇にある水生植物観察池では荒
川に生育する植物が栽培されています。希少な水生植物も見ることができます。新岩
淵水門（青水門）の先にある野草園では、植物だけでなく野鳥やカエル類などの小動
物の姿を見ることもできます。北区・子どもの水辺

北区・子どもの水辺は、2005 年に開園した緑地です。荒川の水を取り込んだ池を中
心とした自然再生の場で、さまざまな水辺の生きものが生活できる環境が整備されてい
ます。ここは、子どもたちが安全に、水辺の自然と親しむことのできるスペースです。
地元の方々が清掃作業や調査活動、観察会の運営を行っています。

　清水坂公園にある自然ふれあい情報館では、区内で見られる生きものに関するパネ
ルの展示やビデオの上映を行っています。また魚類や小動物が飼われていて、間近に
見ることができます。情報館の奥には自然観察園が設けられ、さまざまな鳥類やトン
ボが生息しています。観察会も行われています。
　情報館には専門の係員がいるので、生きものや自然に関する質問もすることができ
ます。ぜひ訪ねてみましょう。
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身近な生きものを守り、親しんでいこう

　北区の中でも生きものを守るため、また生きもののすむ環境をつくりだすために、さまざ　　まな取り組みが行われています。そして、生きものに関する展示や観察会が行われている
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ます。ここは、子どもたちが安全に、水辺の自然と親しむことのできるスペースです。
地元の方々が清掃作業や調査活動、観察会の運営を行っています。

　清水坂公園にある自然ふれあい情報館では、区内で見られる生きものに関するパネ
ルの展示やビデオの上映を行っています。また魚類や小動物が飼われていて、間近に
見ることができます。情報館の奥には自然観察園が設けられ、さまざまな鳥類やトン
ボが生息しています。観察会も行われています。
　情報館には専門の係員がいるので、生きものや自然に関する質問もすることができ
ます。ぜひ訪ねてみましょう。
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    ビオトープとは、生きものがくらす場所という意味のドイツ
語です。北区では区内の小学校の校庭にあらたにビオトープを
作り、生きものをよぶ取り組みを始めました。ビオトープによ
ぶ生きものは外来生物ではなく、元々北区にくらしていた在来
生物です（12 ページを見てください）。ビオトープを作るにあ
たっては児童のみなさんと一緒に、どのような環境をつくった
らよいかを考えました。そして一緒に整備を進めました。こう
してできた学校ビオトープにはさまざまな生きものが集まり、
自然とのふれあいの場となっています。

生きものをよぶために、いろいろな環境をつくってみましょう。

　池を作ると、さまざまな生きものが集まります。トン
ボの仲間が卵を産んで幼虫が育ったり、アズマヒキガエ
ルが春先に卵を産んだりします。鳥もやってきて、水を
飲んだり水浴びをしたりします。

実のなる木には小鳥たちがやってきます。樹液（木の幹か
ら出る汁）に集まる昆虫もたくさんきます。また、ナミア
ゲハの幼虫が食べるミカンの葉のように、昆虫の幼虫が葉
を食べる木を植えると、成虫が卵を産みにやってきます。

石を積んだり枯れ枝を組んだりしておくと、トカゲの仲間や昆虫が身をかくす場所になります。

   トンボ類の幼虫はヤゴと呼ばれ、水中にすんでいます。水の深さや水中の植物の種類な
ど、環境のちがいによって、すんでいる種がかわります。
　秋になって学校の水泳の授業が終わった後、ギンヤンマやアキアカネがプールに卵を産
み、ヤゴが育っています。しかし翌年夏のプール開きの前に行われる清掃によって、ヤゴ
が排水と共に流されてしまいます。
　近年各地の小中学校で、プール開きの前にヤゴを助け出す活動が行われるようになりま
した。区内の小学校でも地元の市民団体の協力をいただき、児童と一緒にプールのヤゴを
助け出して水槽で育てたり、公園の池に放したりしています。
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　学校の花壇や植え込みには、小さな生きものがすんでいます。近くに川が流れていたり、　　林が残っていたりすると、そこからいろんな生きものがやってきます。また季節によっても、
見られる種類が変わります。身近な生きものに目を向けてみましょう。そこには驚きがい　　　っぱいあります。その小さな変化が、大きな環境の変化につながっているかもしれません。
ぜひともその小さな変化に気がつくようになりたいですね。
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